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事例Ⅰ－13 パプアニューギニアにおける森林の減少と劣化に由来する
温室効果ガス排出削減のための支援 

パプアニューギニアは、国土面積が約4,600万ha、森林面積が約3,600万haと国土の約78％
が森林であり、そのうち木材生産を目的とした生産林が約1,200万haとなっている。 

森林から産出された丸太の輸出は同国の収入や雇用を支える一方で、商業伐採等による
森林の減少と劣化は温室効果ガスの主な排出源となっており、持続可能な森林経営の実施
が求められている。 

我が国は、2010年から同国への気候変動対策支援の一環として実施してきた森林資源情
報を把握・解析するための機材を提供する「環境プログラム無償資金協力」や、それらの機
材を活用した森林資源のモニタリング能力の向上と、森林資源情報を管理するシステムの
構築・活用、REDD＋関連の情報整備等の取組を通じて、持続可能な森林経営に向けた環境
整備の支援を行ってきた。 

2022年に開始されたJICA技術協力プロジェクトでは、林野庁職員を含む専門家を派遣し、
同国の森林公社による、①商業伐採における伐採関連規則の遵守、②伐採後の森林資源の回
復、③伐採事業により排出される炭素量のモニタリング手法開発の３つの分野で技術協力
が進められており、森林公社職員や伐採事業体職員への研修等も実施されている。 

本プロジェクトによる商業伐採におけるモニタリングの強化等を通じて、森林の減少と
劣化が改善され、温室効果ガス排出削減に貢献することが期待されている。 

森林公社の伐採関連規則研修の開会式 現地研修 
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